
     

９
月
20
日
の
朝
、
Ａ
新
聞
ト
ッ
プ
見
出
し
に
「
ラ

イ
オ
ン
10
万
円 
猫
よ
り
安
い
」
と
書
か
れ
て
い
た
。 

調
査
記
事
に
よ
る
と
、
14
年
度
か
ら
の
５
年
間
で

全
国
の
公
立
動
物
園
か
ら
搬
出

さ
れ
た
ラ
イ
オ
ン
は
14
頭
い
た

が
、
そ
の
う
ち
11
頭
が
無
料
で

も
ら
わ
れ
て
い
っ
た
。・
・
・
東

京
都
の
資
料
で
は
、
ラ
イ
オ
ン

の
資
産
価
値
は
10
万
円
と
見
積

も
っ
て
い
る
。
一
方
、
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
で
20
万
～
40
万
円
で

売
ら
れ
る
猫
も
い
る
・
・
・
。 

ラ
イ
オ
ン
は
繁
殖
が
容
易
で
、

一
度
に
３
頭
前
後
を
生
む
。
成

長
す
る
と
近
親
交
配
や
親
と
の
闘
争
の
リ
ス
ク
が
出

て
く
る
。
群
れ
で
飼
う
に
は
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
。

エ
サ
は
た
く
さ
ん
食
べ
る
等
の
背
景
が
あ
っ
た
。
動
物

園
で
生
ま
れ
祝
福
さ
れ
て
も
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
飼

え
な
く
な
り
、
受
け
入
れ
先
を
探
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
「
余
剰
動
物
」
が
多
く
存
在
す

る
こ
と
を
今
回
の
記
事
で
知
っ
た
。 

弱
肉
強
食
で
あ
る
動
物
の
世
界
に
君
臨
し
、
鬣
（
た

て
が
み
）
を
風
に
な
び
か
せ
る
百
獣
の
王
。
そ
ん
な
イ

メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
ラ
イ
オ
ン
を
含
め
て
、
現
在
の

動
物
園
に
は
「
余
剰
動
物
」「
希
少
動
物
」「
種
の
保
存
」

「
動
物
福
祉
」
な
ど
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
が
理
解
で
き
た
。 

あ
た
ら
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介 
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児

童

書

・

絵

本 

い
き
も
の
や
ば
い
す
み
か
図
鑑 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
図
鑑 

イ
イ
ズ
ナ
く
ん
は
今
日
も
、 

こ
ど
も
禅
の
言
葉 

カ
ブ
ト
ム
シ
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
、
も
り
の
ヒ
ー
ロ
ー 

お
ば
け
に
な
り
た
い
な
す 

い
ら
い
ら
ば
い
ば
い 

こ
と
ば
た
ん
て
い 

テ
ン
テ
ン
・
マ
ー
ル
を
お
え 

お
つ
き
み
パ
ー
テ
ィ
ー
ま
ん
ま
る
ま
ん
ま
る 

  

～
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
新
刊
が
入
り
ま
し
た
～ 

  

★
木
曜
休
館
（
土
日
祝
日
は
10
時
～
17
時
開
館
） 

※
ご
来
館
の
際
は
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

「
百
獣
の
王 

ラ
イ
オ
ン
」 
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井
上
武
士
は
、
明
治
二
十
七
年
、
勢
多
郡
芳
賀
村
大

字
五
代(

現
・
五
代
町)

に
生
ま
れ
、
今
年
で
生
誕
一
二

六
年
を
迎
え
ま
す
。
音
楽
と
い
え
ば
日
本
古
来
の
謡
曲

や
民
謡
ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た
時
代
に
、
西
洋
音
楽
を

目
指
し
、
東
京
音
楽
学
校
（
現
・
東
京
藝
術
大
学
）
に

学
び
、
童
謡
・
唱
歌
・
校
歌
の
作
曲
を
通
し
て
、
児
童

教
育
の
充
実
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。 

前
橋
市
や
群
馬
県
に
は
、
既
存
の
市
立
・
県
立
の
記

念
館
に
先
駆
け
て
で
も
、
作
曲
者
・
音
楽
教
育
者
と
し

て
の
井
上
武
士
顕
彰
館
の
一
つ
で
も
あ
る
べ
き
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。
児
童
教
育
や
地
域
振
興
の
観
点
か
ら

も
、
そ
の
業
績
を
全
国
に
発
信
で
き
る
こ
と
は
、
大
変

意
義
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

「
生
誕
一
二
〇
周
年
」
を
記
念
し
た
「
井
上
武
士
音

楽
祭
」
が
以
降
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、「
群
馬

県
童
謡
作
曲
コ
ン
テ
ス
ト
」
も
「
井
上
武
士
記
念
童
謡

作
曲
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
名
称
を
変
え
て
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。 

 

晩
年
、
前
橋
市
市
制
八
十
周
年
記
念
の
市
民
音
楽
祭

に
招
か
れ
た
講
演
の
中
で
、
音
楽
に
感
動
す
る
心
を
持

つ
こ
と
へ
の
名
言
を
残
し
、
音
楽
を
通
し
て
「
人
間
の

幸
福
」
を
願
っ
た
生
涯
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

そ
し
て
、
八
十
歳
の
生
涯
を
閉
じ
、「
大
律
院
徳
育
亮

武
清
居
士
」
と
し
て
天
台
宗 

善
勝
寺
に
あ
る
井
上
家
の

墓
地
に
眠
っ
て
い
ま
す
。 

井
上
武
士 

再
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